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各委員会活動報告Ⅱ
今年度を振り返って
新年度活動方針（会長）
各委員会活動方針Ⅰ
前会長幹事慰労会
玉井ガバナー公式訪問
法廷休会

総 会 員 数
欠 席 者 数

出 席 率
前回ﾒメーキャップ
前回修正出席率

　　　　　　　 ８名　成田（雅），津田，石川，児島 , 武田
　　　　　　　　　 山腋，宮澤，宮岸各会員   

０名　

　６月１７日(火）
　６月２４日(火）
　７月　１日(火）
　７月　8日(火）
　７月１５日(火）
　７月２２日(火）
　７月２９日(火）

２９名  （出席免除者２名中１名出席）

７０，３７％

１００％

NO3058 第 37 回例会

例 会 案 内 例会案内「6 月～７月」

出 席 報 告

担 当 ： 会 長 ・ 幹 事

会 長 報 告

６月１０日例会

■芦別 RC、砂川 RC、羽幌 RC より例会案内送付
■小さな親切運動深川支部　総会議案送付
■留萌 IM 参加できなかった方お持ち帰りください
■本日例会終了後　理事会を行います

各委員会活動報告Ⅱ

ＲＩ 2510 地区

https://mypage.fukanavi.com/rotary/

平瀬幹事前例会幹事報告

飛弾野貴広会長

ロータリーの
マジック

ス マ イ ル Ｂ Ｏ Ｘ

成田昭彦 P 会長　結婚記念日
木村副会長　　　開院 20 年を迎えました

　6 月 1 日留萌での都市連合会「 IM 」が開
催されました。深川クラブからは 17 名の会
員が参加いたしました。内容は一言でいうと
中出ガバナー補佐・燕会長の人柄をそのまま
出したような都市連合会でした。懇親会の余
興も楽しく、有意義な時間を過ごさせていた
だきました。参加したみなさんありがとうご
ざいます。
　次に富永会員の転勤が決定となり７月１日
付で名寄へ移動となるそうです。富永会員に
はいつも一生懸命で皆に慕われる会員でした
ので大変残念に想います。今期最後の夜間例
会例会まで参加していただけるとのことで改
めてご挨拶いただこうと思います。後任の所
長は富良野から来られるとのことです。

活動方針は①クラブ会長の
方針に基づき、ＲＩテーマ、
多くの人々を救うロータリ
ーの力、「ロータリーのマ
ジック」を深く認識する。
②地区目標「勇気を出して
行動しよう」を実践し、多

くの「ロータリーのマジック」が生まれる
基盤となる年度になるよう、会員相互の積
極的なかかわりを促す。
③ロータリークラブの意義、存在を知って
いただける活動を展開する。
　令和 6 年 9 月 3 日には、担当例会を開催。
クラブ奉仕について卓話を実施。
テーマは、出村ガバナーが述べられた、「ロ
ータリーのマジックを生み出すために勇気
を出して行動する」とはどのようなことか。
飛弾野会長が出された、「今後のクラブ運
営や会員増強、親睦をどう図って行き、ど
のように変化を取り入れていくか」
ロータリーの友 2024 年 8 月掲載の新しい
クラブ・新しいスタイルを紹介し、日本各
地のクラブの様々な取り組み事例を会員と
共有し、深川クラブの今後について考えた。

Ｆｕｋａｇａｗａ Ｒｏｔａｒｙ Ｃｌｕｂ
深川ロータリークラブＲＩ第２５１０地区第１グループ

累計 328,000

各委員会活動報告　木村クラブ奉仕委員長

（火）

月 　  日



■例会場 ラ・カンパーニュホテル深川

■事務局 〒074-0004深川市４条９番４０号          

　プラザ深川３Ｆ ℡(0164)34-6228

深川
Ｒ  Ｃ

委 員 長

副委員長

森　　 隆 江
富 永 隆 夫

会　長　飛騨野貴広　   会長エレクト　伊東由紀夫   　   副 会 長    木 村  喜 芳
幹　事　平 瀬　　文男    　副      幹     事    宮  澤   孝  司          会       計    廣 上    晃  士　 

■ URL Http://mypage.fukanavi.com/rotary/ ■ Mail  fukagawa-RC@club502.jp

■例会日　毎週火曜日

■姉妹クラブ　南海ＲＣ（韓国）

■第２５１０地区第１グループ

例
会
運
営
委
員
会

深
川
Ｒ
Ｃ

佐
々
木
国
際
奉
仕
委
員
長

　

活
動
方
針
は
「
地
区
国
際
奉
仕
Ⅴ
Ｔ

Ｔ
事
業
に
積
極
的
に
参
加
す
る
。

ク
ラ
ブ
運
営
奉
仕
に
基
づ
き
韓
国
南
海

Ｒ
Ｃ
と
の
親
睦
交
流
を
行
う
」

　

活
動
計
画

① 

ｌ
ｌ
月
５
日
の
担
当
例
会
に
お
い

て
Ｒ
Ｉ
第
２
５
１
０
地
区
国
際
奉
仕
委

員
長
大
川
武
志
様
を
お
招
き
し
て
地
区

国
際
奉
仕
の
取
り
組
み
を
卓
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
国
際
理
解
・
親
睦
・
平

和
を
促
進
す
る
事
。
深
川
Ｒ
Ｃ
が
取
り

組
ん
で
い
る
韓
国
南
海
Ｒ
Ｃ
と
の
姉
妹

提
携
は
国
際
奉
仕
の
目
的
か
ら
考
え
る

と
十
分
に
国
際
理
解
・
親
睦
・
平
和
を

促
進
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
な
ん
だ
と
確
信

し
ま
し
た
。

②
４
月
１
５
日
韓
国
南
海
ロ
―
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
会
員
・
ご
婦
人
を
招
い
て
歓
迎

例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
１
９
７
４
年

５
月
１
２
日
に
姉
妹
結
縁
を
結
ん
で
か

ら
５
１
年
と
い
う
半
世
紀
に
わ
た
っ
て

一
緒
に
歩
ん
で
き
た
南
海
ロ
―
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
と
の
交
流
は
、
コ
ロ
ナ
で
休
止

と
な
っ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
昨

年
延
長
調
印
式
を
通
じ
て
交
流
が
再

開
、
友
情
を
確
か
め
合
い
な
が
ら
交

流
を
深
め
ま
し
た
。
南
海
ロ
―
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
来
訪
中
に

は
、
飛
弾
野
会
長
、

大
西
祥
太
パ
ス
ト

会
長
を
は
じ
め
皆

様
に
多
大
な
る
ご

協
力
を
い
た
だ
い

た
事
に
感
謝
し
て
報
告
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

寺
島
ク
ラ
ブ
奉
仕
委
員
長

　

本
年
度
活
動
方
針
は
ロ
ー
タ
リ
ア
ン

の
大
切
な
理
念
で
あ
る
職
業
奉
仕
を
、

会
員
同
士
の
相
互
理
解
と
地
域
社
会
へ

の
貢
献
と
な
る
べ
く
職
業
奉
仕
の
理
解

と
研
鑽
を
深
め
る
。

　

本
年
度
は
毎
月
の
第
一
例
会
に
於
い

て
「
四
つ
の
テ
ス
ト
」
を
唱
和
し
ま
し

た
。
２
月
４
日
担
当
例
会
で
は
職
業
サ

ー
ビ
ス
を
念
頭
に
相
手
の
立
場
に
立
っ

た
職
業
活
動
を
行
い
、
相
手
の
喜
び
を

自
分
の
喜
び
と
し
な
が
ら
、
職
業
人

と
し
て
の
よ
り
高
い
倫
理
の
向
上
に

努
め
、
世
の
中
に

広
め
て
い
く
こ
と
。

生
業
を
通
し
て
正

し
く
社
会
に
貢
献

す
る
と
い
う
職
業

奉
仕
の
理
念
に
つ

い
て
の
卓
話
を
行
い
ま
し
た
。

富
永
職
業
奉
仕
委
員
長

　

活
動
内
容
は『
ふ
れ
あ
い
農
園
』・『
石

狩
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
』
で
す
。

１
２
名
の
委
員
会
メ
ン
バ
ー
及
び
青
少

年
奉
仕
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
協
力
の
も

と
に
活
動
を
行
い
、
ふ
れ
あ
い
農
園
で

は
「
ケ
ア
ハ
ウ
ス
ア
ニ
ス
テ
ィ
深
川
」

及
び
「
サ
ッ
カ
ー
少
年
団
深
川
Ｊ
Ｆ

Ｃ
」
と
共
に
農
作
物
の
栽
培
か
ら
収
穫

ま
で
の
半
年
間
に

亘
る
活
動
と
な
り

ま
し
た
。
多
く
の

方
の
協
力
の
も
と

収
穫
時
期
を
迎
え

地
域
貢
献
と
い
う

こ
の
活
動
の
意
味
の
重
要
さ
を
知
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
収
穫
祭
を
開
催

し
、
採
れ
た
て
の
野
菜
を
使
っ
た
「
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
」
を
会
員
と
ご
協
力
を
し

て
頂
い
た
方
々
を
招
き
盛
大
に
振
舞
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
石
狩
川
区
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
作
戦
に
参
加
し
河
川
敷
の
清
掃

を
行
い
ま
し
た
。

　

ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
方
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

圓
浄
Ｒ
Ｃ
情
報
・
雑
誌
・
広
報
委
員
長

　

本
年
度
活
動
方
針
は
会
員
に
ロ
ー
タ

リ
ー
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
ロ
ー
タ
リ
ー
精
神
の
理
解
を
深

め
、
奉
仕
活
動
へ
の
参
加
意
識
の
高
揚

に
努
め
る
。
ま
た
、
ク
ラ
ブ
の
活
動
が

地
域
社
会
に
向
け
て
理
解
が
深
ま
る
よ

う
に
発
信
す
る
。
本
年
度
は
１
１
月

２
６
日
例
会
に
お
い
て
Ｒ
Ｉ
の
提
唱

す
る
「
ロ
ー
タ
リ
ー
の
行
動
計
画
」
に

つ
い
て
の
卓
話
を
行
い
「
計
画
の
必
要

性
」、「
よ
り
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も

た
ら
す
」「
参
加
者
の
基
盤
を
広
げ
る
」

「
参
加
者
の
積
極
的
な
か
か
わ
り
を
促

す
」「
適
応
力
を
高
め
る
」
な
ど
の
卓

話
を
行
い
ま
し
た
。
４
月
８
日
例
会
に

お
い
て
田
中
昌
幸
市
長
を
招
き
、
会
員

に
市
政
情
報
を
提
供
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
第
一
例
会
に

お
い
て
ロ
ー
タ
リ

ー
の
友
誌
の
内
容

紹
介
を
行
い
ま
し

た
。
皆
様
の
ご
協

力
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
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